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→方 in vi tro において，風疹ウイルスの持続感染系を成立させる機構は，宿主に潜在する C型 RNA
ウイルスと感染した風疹ウイルスが合の子を形成することが必要であると報告され，さらに in vivo 
において， c型 RNA ウイルスがヒトを始め種々の動物の胎盤組織に存在していることが明らかとなっ
ている。
これらの事実より，著者は in vivo における風疹ウイルスの胎盤通過の機構を解析する目的で，風疹
ウイルスに感受性の高いシリアンハムスターを用いて，胎盤車E織における C 型 RNA ウイルスと風疹
ウイルス遺伝子の発現様式を検索した。






























出来た。さらに合の子ウイルスはその粒子内に DNA 依存性 DNA 合成酵素のみを保有していること
から，持続感染系の成立には宿主細胞に C 型ウイルス遺伝子が発現されているか あるいは感染粒子










感染している。 (2)ハムスター胎盤組織には，風疹ウイルスの感染の有無にかかわらず， c 型ウイルス
が存在する。 (3)風疹ウイルス感染胎盤組織由来の培養細胞は， c 型ウイルスとの合の子である風疹ウ
イルス変種株を産生しており この株が胎児に伝達されている。
以上要するに，前田憲昭君は，風疹ウイルス遺伝子が胎盤から胎児へ伝達されるに当って，胎盤繊
毛上皮細胞で風疹ウイルスと C型ウイルスが合の子形成を行う過程があるという全く新しい重要な研
究成果を提示した。したがって，本論文は歯学博士の学位請求に値する優れた業績である。
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